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皆様、新年おめでとうございます。 

皆様にとって新年がよい年でありますように。 
 
昨年末の選挙も終わり、消費増税も延期となりました。４月の消費税の５％

→８％への増税は体感的に物価上昇を実感する事が多いので、まずは一安心と

思っている方も多いと思います。しかし何事も、表あれば裏があります。ただ

でさえ絶望的に不足している、医療、介護、福祉関係の財源が更に逼迫し、厚

労省、財務省は介護報酬の減額（３～６％位）を打ち出してきています。財務

省が財政再建の観点から、支出の抑制を図るのはある意味当然です。しかし厚

労省の迷走は目も当てられない惨状です。そもそも介護保険は、要介護者を抱

える家族の物心両面での負担がしばしば限界を超え家庭崩壊、ネグレクト等が

社会問題化した事を受け、要介護者を家族と共に（家族だけでなく）社会全体

で支えようという趣旨で制度が出来たものです。 
それから僅か１０年余りしか経っていないのに、やはり家庭が一番と在宅復

帰の旗を振り、延命治療は問題ありとする啓発を大々的に行い（胃瘻やめまし

ょうキャンペーンはその代表です）、無い袖は振れぬとばかり、給付を削減し

ています。この方向が続けば、介護保険制度は近い将来、看板は残るが中身は

何もない、言わば羊頭狗肉状態になるかもしれません。あと１０年すると、い

わゆる団塊の世代が後期高齢者となり、母集団が急増

するので、当然要介護者も急増する事が予想されます。

それまで我々サービス提供者が、業務を継続できるか、

正直大変と考えています。皆様もこのような現状を理

解して頂き、折りがあれば大いに声を挙げていく事が

必要だと考えています。 
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